
53 

|報 3tJ

若年層女子の脚部のファッションスタイルと靴下の関係

( 2014年9月16 日受付; 2014年11月14 日受理)

鈴木 甚恵刊 香川 幸子*

六文化学園大学

The Relationship Between Contemporary Young Women's Leg Fashion Style 
and Stockings/Socks 

Naoe SUZUKI*# Sachiko KAGAWA * 

セBunka Gakuen UnÍversÍty; Tokyo， Japan 

Abstract 

The purpose of this research is to examine how conscious younger women are of their exposed 
1egs. As stockings and socks p1ay an important ro1e in women's fashion， their design depends on 
the degree to which women are conscious of their exposed 1egs. 

The resu1ts of a questionnaire revea1ed that a casua1 sty1e was preferred by more than ha1f of 
the respondents， whi1e their fashion sty1e reflected their high interest in fashion. Whi1e more than 
30 % of respondents indicated that they wore miniskirts on a dai1y basis， rough1y 80% of them did 
not care if those of the opposite sex 100ked at their exposed 1egs. However， they were averse to 
undergarments that spilled out of clothes. Moreover， since stockings and socks are inexpensive， it 
was clarified that they can be easi1y used for coordination and image-bui1ding purposes， and 
therefore constitute important fashion items. 
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一一 要 旨

本研究の臣的は， 若年層女子の脚部の露出意識に着居し， 脚部に関する意識や靴下に求められる
デザイン性および靴下がファッションにおいて重要な位置を占める理由を明らかにすることである.
アンケート調査結果から， ファッションスタイルはカジュアノレ系が約半数を占め， おしゃれへの関
心度も非常に高いことが分かつた. 3割以上が日常的にミニスカートを着用し， 自分の脚部の露出
に関しては8 割近くが気にしておらず，異性が脚部を見てもなんら抵抗も持たないことが分かつた.
ただ， 下着が見えることには抵抗があり， また， 靴下は安価であるため， コーディネートやイメー
ジ作りが簡便に行うことができ， ファッションにおいて重要なアイテムであると認識していること
が明らかになった.
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骨Corresponding Author: E-mail: n幽suzuki@bunka.ac.jp

VoL56 No.2(2015) 0037-2072/2015/0200…0155 $ 01.00/0①2015 ]pn.Res.Assn.Text.End-Uses. ( 155 ) 



54 

1 . 緒言

脚部への意識と靴下の関係は， 歴史的に見てみ

ると男性と女性では全く異なる意味合いを持つ.
西欧の 17世紀. 18世紀絶対王制のなかで， 男性

の美しさの一つは脚部にあり， 権力の象徴として

力強い絶対美の記号として存在していた1 また靴

下は男性の脚を包み込む表層のアイテムとして非

常に重要な位置を占めており11華麗なる王の身

体の象徴として純白や金糸で縁取りされたシルク

の靴下を着用して権力象徴を図っていたiii また

男性の脚部は男性性を強調したものでもあった.

その脚は力強い脚線美でなくてはならず， ふくら
はぎにアーテイカノレ・ カーブスと呼ばれるパッド

をつけて， ふくらはぎを太く見せかけて筋肉を強

調していたことも知られているlV ルイ 14世の脚

にしがみ付く女性が居たとの逸話もあり， 男性の

脚部は身体の中で特に重要な位置を占めていたこ

とがわかる.

一方， 女性の脚部は， 男性の脚部が露出された
17世紀・ 18世紀・ 19世紀とドレスの下に隠され，

入居にさらされることは無かった. 長きにわたり

女性の脚部の露出はタブーとされ， 脚は性的なシ

ンボノレとして慎ましやかにスカート下に隠、すもの

とされていた. 20世紀に入りポーノレ・ ポワレの革

命やシャネノレなどにより女性の脚部は少しずつ露

出されるようになるが 1960年代のミニスカート

の登場によって， やっと女性の脚部は完全に秘め

られたものではなくなった. むしろ女性達は脚部

を露出することに一種の開放感を感じ， 男性社会

の規範から解放され， ファッションを自由に自分

の意思で楽しむことが許されるようになる.

そういった歴史的背景を踏まえ， 現在の日本の
若年層女子のファッションを見ると， 脚部の露出

度が高い傾向にあり， その結果， 靴下は彼らのフ

ァッション感覚のうえで大きな位置を占めている

と考えられる.

本論は， 若年層女子を対象として， 脚の露出と

いうファッションスタイルに含まれる脚へのファ

ッション意識に着目し， 脚部に関する意識や靴下

に求められるデザイン性および靴下がファッショ

ンにおいて重要な位置を占める理由を質問紙調査
法で明らかにする.

脚部の露出と靴下の関係についての研究は， 歴
史上， 脚部がエロティシムズの対象として捉えら
れていたためv，ファッション史では扱いがたいテ
ーマで、あったと考えられる. その為下着の文化史
としての靴下の歴史的研究がわずかに見られるだ
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2. 研究方法

アンケート調査は， 調査者立会いのもと集合調

査により 2012年 1月に東京で実施し， 回収率は

100%であった. 調査対象者は 19歳"'"' 22歳の女子

学生 191名である. 原員IJとしてすべての質問項目

に自答してもらった.

質陣内容は，( 1)ファッションに対する関心 ・

態度(2)通学や休日のファッションスタイル(3)
脚部の露出に対する意識(4)靴下の好みやファッ

ション意識(5)靴下に求めるデザイン性(6)靴

下のイメージ調査の6項目である. (1)から(5)

に関しては各項目について単純集計およびクロス

集計を行い検討した. また(6)に関してはコレス

ポンデンス分析を行い， イナーシャの寄与率を求

め， 靴下のイメージの評価と靴下のデザインの関

連性について検討した.

3. 結果および考察

3-1 ファッションに対する関心・態度

図lは， 若年層女子を読者 層に持つファッショ
ン雑誌を用いて， ファッションタイプを回答肢と

して選定し， 擾数回答を求めた結果を示したもの
である.

その俄 17.6 
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:l�::'系 民盤掴 5.9

ポップ系閥2.1
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関1 ファッションタイプ

42.6 

40 õO % 

全体の約半数がカジュアル系で、 42. 6%， 続いて

古着系が15. 4%， モード系が14. 4%で、あった. 被

調査者はファッション関係の大学で学んでいる学

生であるが， 昨今のファッションの傾向が色濃く

見られる. また， おしゃれに関する関心は高く，

図2に示すように 61. 8%が大変関心があるとし，

少し関心があるが33. 0%で， 全体の8 割以上がお

しゃれに関心を持っていることが分かつた.

繊?再誌
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その他

関心がない

どちらかというと関心がない

少し関心が為る

大変関心がある

。

42.4 

50 % 
61.8 
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図2 おし令れ1:対する関心段

40 30 

関4 休日着用するボトムの穏類
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3-3 脚部の露出に対する意識

よくはくスカート丈とパンツ丈を酷いたところ，

函5に示すように， どちらもミニ丈が一番多く

30.4 % で あ っ た . そ の 次 に 多いのがひざ丈で

26.2%， 次いでフルレングスが 25.7%で、あった.

またマイクロミニ丈は 2.1%であった. フノレレン

グスはいずれもパンツ着用者で、ある. このように

全体的に見るとスカートの愛用者の半数がミニス

カートを好んで着用していることが明らかになっ

た. また， ミニ丈を好んで、着用する理由は， rコー

ディネートのバランスが取れるからJが一番多く，

「かわいいと思うのがミニスカートだからん「背

が低いからん「スタイルが良く見えるJ などであ
る.

3- 2 通学や休日の ファッションスタイル

函3は通学時にスカートを著用する都合が多い

かパンツをはく割合が多し1かを示したものである.

スカートをはく割合が多い人は38. 7%で， パンツ

をはく割合が多い人は35. 6%， どちらとも言えな

い人が25. 7%で、あった. 着用理由を開いたところ，

スカートを着用するとした人の中で一番多かった

意見は「楽だからjで， その他では， rスカートを
沢山持っているからム「かわしw、」などの意見が

得られた. またパンツを愛用する意見としては，

「動きやすし、からjや「楽だからん「脚を隠した

し、からjなどの理由が見られた.

どちらともし、えない

パンツの習j合か1f-い

スカートの寄せ合が多し

日

。
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また， ミニ丈のスカートやパンツを着用した時

に男性の視線が気になるか開いたところ， 図6に

示すように，78.7%の人が気にならないと問答し，

マイクロミニだと気になる人が13.1%いた.

80 10 15 20 25 

11!l5 よくは〈ボトムの丈

6.6 

20 40 60 80 1∞弘

箆6ミニ丈のとき泉佐の日が書Lこなるか

その他

マイヲロミニだときえにと主る

気にならない

3誌になる

。

このように， 自分の脚部が露出していても異性

の自は殆ど気にせず， 自然にミニスカートやショ

ートパンツを取り入れている様子が何える.

また， 図7に示すように， ミニ丈やマイクロミ

ニ丈のスカートやパンツをはいたときに「かわい

と言われたことがある人が74.6%おり， ミニ

園4は休呂のファッションスタイノレを示したも

のである. スカートをはく割合が多い人は 42. 4%，

パンツをはく割合が多い人が 22. 0%， 会う人や出
かける場所により変えている人が 32. 5%であっ

た. また， その他として「その却の気分J r天候に

合わせてjが 3. 1%見られた. 学校に通学すると

きよりも休日にスカートをはく人の割合がわずか
に増加する傾向が見られ， 逆に休日にパンツを着

用する入が減少している. また「会う人や出かけ

る場所によるJ と答えた人の中で「恋人と会う時

よりも， 女友達に会うときはおしゃれをするJ r渋

谷などに行くときはおしゃれする」と具体的に答
えており， 会う人や出かける場所によってスカー

トとパンツの着用を使い分けている人が見られた
のは注目すべき結果である.

このことから，現在の若年層女子はスカート派，

パンツ派と別れるのではなくどちらも着こなして

いることが分かる.

( 157 ) 
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丈やマイクロミニ丈のファッションを積撞的に取

り入れている様子が，伺える. また「かわし\V \J と

いう言葉を異性より同性から言われる割合が多く

88.6%もいた. 異性から「かわし\V \J といわれた

のは 43.2%で、あった. このことからも同性同士で

ミニ丈やマイクロミニ丈のファッションを容認し ，

それは問時に「かわし\V \J ファッションとして認

識されている様子が伺える.

震われfτことがない
雪われたことがある

。

25.4 

ï4.6 

50 l(ぬちら

凶7 ミニ丈のときかわいいといわれたことñ�あるか

間8はミニ丈を着用する理由を示したものであ
る. r自分に似合っているからjが44.3%おり， rコ
ーディネートのバランスが取れるからJが19.6% ，

「皆がはいているからJ が 6.6%であった. その

他の理由とすると ， r身長が低し1からJ， r何となくJ，
「楽だから」がともに 6.5%で、あった.

このように若年層女子は， ミニスカートやショ
ートパンツはかわいく自分にも似合い ， そして間

性がはくミニスカートやショートパンツに好感を

持ち ， 脚を露出することに対する抵抗感は全く持

っていないことが明らかになった. また成熟した

ファッションより「かわしWリ と思われるファッ

ションを楽しむ傾向にあることが明らかになった.

篤となく

Z号E主f.á{fflいかち

手軽だから

コーヂィネザトσノバランヌが取れるから

践に自信があるから

車分に似合うから

僚がはいているかち

44.3 

20 40 60 % 

童書8 ミニ1こを主審問する務自

元来日本の独自の文イ七には ， 小さいものや幼げ

なものなどの未成熟なものを美として肯定する文

化が存在している. それはすでに 11世紀の「枕草

に見られ ， その後もf幽玄J rわびJ rさびJ
「し、きjなど中間状態の未決定を楽しむ， つまり

「幼さ」を残した「かわし\V \J に価値を見出す美

学が容在しているviiî 対象との適度な距離を楽し
む感覚を持っているのが， 日本の若 い女性のフア

( 158) 

ッションであるとも言える.

一方， ミニスカートやショートパンツを着用し

ない理由を図 9に示した r脚に自信がないからj
が 58.1%に及んだ. また ， r JJtPを露出することに

抵抗があるからjが 36.5% ， r自分には似合わな

いからJ が 23.0%いることが分かつた. またこの
人たちは向性がミニスカートやショートパンツを

はいているのをみて ， rうらやましいと思っている

人Jが39.7%もおり， r何も思わない人Jが26%，

その他「かわいければよいと思う」などの意見が

見られた. このように抑に自信があれば自分も積

極的にミニスカートを着用したいと考えているこ

とが明らかになった.

その他陣欄�62
S毒気がないから臨鶴朝食1 ! 

E撃を露出することにま民誌があるから

男性(])日がき託になるから

大人びたき宇留雪託金綴出Lたから

務に街{滋がないから

ミニ丈は子供っlましから

自分には似合わないから

o w � 00 M 

図9 ミニ丈をはかない湾出

3-4 コーヂィネートにおける靴下の役割

図 10 は靴下のこだわりについて示したもので

ある. r靴下へのこだわりがとてもあるj人が

19.9% ， r少しあるj人が56.0%で ， 全体の8 割が

何らかのこだわりを持っていることが分かる. ま

た ， コーディネートにとって靴下は欠かせないア

イテムであると考えている人が全体の 9 割を占め

ている. その理由を聞いたところ， rトータノレコー

ディネートとして重要J1 r靴下の印象で雰囲気が

変わるJ， r服とのバランスを取るのに重要J， rコ

ーディネートのポイントとして靴下は重要J， r他

の人とは違うポイントとなるからJ， r足元はおし

ゃれにとって重要J， r靴下が好きだからム「足元

もかわいい人を見るとおしゃれだなと思うからJ，

「ミニ丈のボ、トムをはくので靴下がよく見えるか

らJ， rタイツや靴下が個性的だと凄く魅力的に見

えるからjなどの理由が見られた. 理由の表現方

法は様々ではあるが， 靴下の重要性を被調査者は

詳細に答えており ， 若年層女子にとって靴下はコ

ーディネートにおいて非常に重要なアイテムであ

ることが分かつた.

靴下がコーディネートにとって欠かせないアイ

テムだと考えている理由を図 11 に示した. 51.7%

の人が「靴下を変えるだけでコーディネートの雰

繊消誌



囲気がかわるjからとし， rポイントとして靴下の

デザインにこだわる」が 49.4%， r靴下でスカー

ト丈やパンツ丈とのバランスが取れるj からが

48.3%， rさし色として靴下を使うjが43.8%いた.
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図 12 にコーディネートで作り出したいイメー

ジを示した r個性J が55.9%， rかわいらしさJ

が41.0%で， 全体の 9害IJを占めた. 美しさや 清楚

さや上品さ洗練度など大人のイメージよりもかわ

いいらしさに裏付けられる個性を求めていること

が分かる. また「かわしw、」という褒め言葉を異

性から雷ってもらうのと， 間性から言ってもらう

のではどちらがうれしし、かを聞いたところ，rどち

らもうれししリ が 66.5%で， r間性から言っても

らうのがうれししVが 24.6%， r異性から言って

もらうのがうれししリ が 5.8%となり， 異性の目

を意識しているより， 女性同士の自を大切にして

おり， rかわしWリという言葉で嚢めてもらうこと

に重要度をおいていることが明らかになった. た

だ靴下と言っても脱色ストッキングは若 い女性に

は人気がなく， あまりはかない人が73.2%いた.
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これも， OLなどをイメージさせる脱色ストッキ

ングは若 さを表すのではなく大人びた要素を持っ

ているからだと思われる. また無地の靴下と柄物

の靴下の保有数を開いたところ， 44.9%の人が柄

物を保存していることが分かつた.

所持している靴下の柄を聞いたところ， ボーダ

ー ・ ストライプが27.5%で一番多く， 続いて幾何
学模様が 19.0%， 花柄が 18.5%， 水玉が 12.7%，
チェックが10.1%で、あった. また， 装飾はプリン

ト柄が39.7%，レースが32.3弘，特に無しが24.9%，

刺繍が15.9%で、あった.

このように， 靴下は着装イメージを変えるのに

安価で効果的なアイテムであると考えていること

が明らかになった.

3-5 脚に対する意識

「かわしWリ ファッションが 主流になり， 多く
の若 い女性が脚を露出している光景が日常的に見

られる.図13 は脚を露出しているときに他人の目

を意識するかどうかを示したものである.

その的
気iごならおい
少し気いなる
大変災じなる{

o 10 20 30 40 50 60 % 

i選13 1翠がみえることが気仁なるか

ミニスカートを着用して， 駅の階段を上がると

き下着が見えることや脚が見えることに対する抵

抗感を少し感じている人が52.4%， 大変感じてい

る人が28.3%いた. それに対して気にならない人

が 15.7%で、あった. 抵抗感を感じている人にどの

ように気なるのかを開いてみると， 脚部が見える

ことには抵抗感が無いが， 下着が見えることには

抵抗感があると答えている人がほとんどで、あった.

ミニスカートはかわいらしさを演出でき， そし

てみんなにかわいいと言って欲しいと思い積極的

に採用し， 脚部を露出していることにはなんら抵

抗がないが， 一方で下著が見えることを気にして

いる様子が伺われる.
図 14 はミニスカートやショートパンツの着用

時に， 男性の視繰をどのように感じているかを示

したものである. よく男性の視線を感じる人は，

わずかに 2.2%で， 時々見られているのを感じて

いる人が27.6%で、あった. 一方で、見られていると

意識していない人が 65.4%であった. また， rよ

( 159 ) 
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くあるJ と「時々あるJ と答えた人に「男性の視

線を感じたときどのように思ったかJ を質問した

ところ， r見られでも何も感じない人jが 29.6%

で， r見たければみればjという意識でいる人が

25.9%で、あった. このように若年層女子のほとん

どは， 自分の脚部の露出に対する男性の視線を意

識していないことが明らかになった.

吋担止 �I_ I 

:;:: �:::己ゴ7.6

関14男性の自伝対する意識

3-6 高校の制服と校員IJ違反について

高校の制服を学校以外で着用するときにミニ丈

にしていた人は全体のうち 6離を占めている. ス
カート丈は平均膝上 12.58 c mで、あった. また校

良Ij違反をしてまで， ミニスカートにする理由を開

いたところ，図15 に示すように， rかわし\1t \からj

が 62.1%， r皆がしていたからjが9.2%で， その

他の意見では， rブレザーとのバランスが慈し、か

らJ， r長いとダサし、からJ， r長すぎると脚が短く

みえるから」などの意見がみられた.

自分だけ滋とi塞うと耳むずかしいかち
fj、わし、し、から

修がしていたから
。 20 40 60 図15 ミニスカートにする理由

3-7 靴下に求められるヂザイン性

80 % 

図 16 は，よくはく靴下の種類とよくはくスカー

ト丈との相関性を示したものである. マイクロミ
ニ丈のスカート着用者の特徴は， タイツを83.8%

の人が着用し， 短い丈のソックスやノ\イソックス

などの着用はほとんど見られなかった. マイクロ

ミニ丈だ、からこそ， タイツを着用することによっ

て， タイツがポイントとなり， より自分の脚部を

強調する手段と成り得る. その一方でストッキン

グの着用は9.6%と好んでいない. それは， マイ

クロミニ丈のスカートを履いてより脚部を強調し
たいとは患っているが， ストッキングは生足のよ
うに見える為， セクシーにみられるのを嫌うから

( 160 ) 

だと推察される. ひざ・ミディ丈のスカート着用
者はタイツの着用は少ない傾向にあり， ソックス
の着用者が57.8%であった.

カパ- � 1.6 
トレンカ

レギンス

ストッキング

9イツ

Zザハイソックス

2、ィソッ�Ã

ソックス

くるぶしYッ�;t.

様7J!.-レングス

第ひざ・ミヂィ

aマイウロミ=

。 õO 1∞% 

間16 よくは〈靴下の種類

図 17 に靴下の購入で重要視することを示した.
一番重要としていることはデザインでマイクロミ

ニ丈のスカート着用者が59.7%， 膝丈のスカート
着用者が65.8%， フルレングス丈のスカート着用

者が55.1%であった. 次に色・柄で， 流行やブラ

ンドは全く気にしてない様子が伺える.

1百同書
似合い皮

コ日ディネωト

色・椀
デザイン

繁材

20 40 60 80% 関17靴下の鰐入で露視する点

3-8 靴下のイメージ調査

16 タイプの靴下のイメージ調査を行った. 靴下

の着装写真とその靴下のアップ写真を提示して次

の評価項目を用いて3段階評価( とてもそう思う

ややそう思う 思わない)を行った. 評価項目は，

Iかわいい 2個性的 3繊細 4大人っぽい
5セクシー 6品がある 7好き 8�却が目立つ

9脚の露出に抵抗がある 10 コーディネートが

繊消誌



良い 11 靴下が効果的である 12 はきたいであ

る.
16 タイプの靴下が若年層女子たちにどのよう

なイメージで捉えられているかを分析するために，

1 �12 の各評価項目の “とてもそう思う" の反応
値を対象にコレスポンデ、ンス分析を行った.

コレスポンデンス分析の結果 ， 評価項目と 16
タイプの靴下の関係性を示している特異値は ， 1 

次元 0.46， 2 次元 0.267 となっている. 特異値の

二乗値が固有値であり， これら固有値の累積寄与

率は 2 次元までで 85.6%を占めており， 2 次元で

約解釈することに問題はない.

図16 に布置図を示す.分析の結果， 3つのイメ

ージグノレーフ。に分析された. 第一象限には「品が

あるJ， r繊細」のイメージがプロットされ ， 第二

象限には「コーディネートが良いJ， r可愛いJ， r好
きJ， rはきたしリ がプロットされた. 第三象限に

は「靴下が効果的J， r脚が目立つJ， r個性的」が

プロットされた.第四象限には「大人っぽしリ， rセ

クシー」がプロットされた. 第二象限 ， 第三象限

は類似のグループ。に分析された.

ー1.5
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第一象限のグループ。はいずれも白の靴下で， 第

四象限には黒の靴下がグルーピングされた. また

第二象限 ， 第三象限にはボーダー ， 水玉 ， 花柄な

と所持している靴下の柄のアンケート結果と一

致する柄の靴下がグ、/レーピングされた. これらを

まとめるとl次元プラス方向に単色の靴下 ， 1次

元マイナス方向に多色の靴下が布置されており ，

色の多寡を示していると考えられる. 2 次元では

プラス方向に淡い色， マイナス方向に濃い色が布

置される傾向があり， 色の濃淡を示していると考
えられる. このように， 日頃カジュアルファッシ

ョンを身に着ける傾向にある若年層女子にとって ，

第二象限 ， 第三象限に布置された様々な柄や色の

靴下はコーディネートのポイントとして効果的な

アイテムであると捉えていることが分かつた. ま

た ， 単価の安い靴下は ， 靴下を変えるだけでコー

ディネートのイメージを変えることができ ， 若年
層女子がデザインや柄にこだわる理由も第二象限，

第三象限に布置された靴下のデザインから ， 納得

できる結果であると考えられる. また ， 第一象限

の品のある白い靴下 ， 第四象限の大人っぽい黒の

.3織細

• 
5セヲシー

.イメージ .くつした

図18 靴下のデザイン評価に関する項目の布置図

Vo1. 56 No.2(201 5) ( 161 ) 
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靴下は， 日本の若年層女子にとって， カジュアル

ファッションに合わせることがあまりないことが
分かつた.

4 . 結語

本研究は， 若年層女子の脚部の露出と靴下の関

係について明らかにしたものである. おしゃれに

対する関心度は非常に高いが， 日常的に着用して

いるのはカジュアノレなファッションであることが

分かつた. コーディネートを通じて個性的なイメ

ージやかわいいイメージを作り出したいと思って

いる為， 同じようなアイテムのカジュアルなファ

ッションを他の人と差別化する方法として， お金

のかからない靴下を効果的に使う工夫をし， ファ
ッションスタイルにおけるイメージっくりを積極

的に行っていることが分かつた. したがって， 若

年層女子にとって靴下の存在は重要なアイテムと

認識していることが明らかになった. また脚部の

露出に関しては， 異性の目もほとんど気にするこ

( 162 ) 

となく， ミニスカートを着用していることが分か
った.

本論は服飾文化共開研究拠点採択公募研究(平成22

年�24年)の助成を受けて行ったものである.
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